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「第５次福岡市一般廃棄物処理基本計画」の素案について 

１ 計画策定の趣旨 

 福岡市では「新循環のまち・ふくおか基本計画（第４次福岡市一般廃棄物処理 

基本計画）」（平成23年 12月策定）に基づき，循環型社会の構築に向けた施策を 

推進してきた。 

 計画策定から10年近くが経過する中，人口が計画の想定を上回って増加して 

おり，好調な経済状況を背景に事業所数も増加している。 

また，「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」の国連採択以降，環境行政を取り巻 

く国内外の状況は大きく変化しており，プラスチックごみや食品ロスなど新たな 

課題への対応も求められている。 

 これらの状況や新たな課題に対応するため，「第５次福岡市一般廃棄物処理基 

本計画」（以下「新計画」という。）を策定するもの。 

２ これまでの経緯と今後のスケジュール 

環境審議会循環型社会構築部会内に「第５次福岡市一般廃棄物処理基本計画」

策定作業部会を設置し，学識経験者等の助言を受けながら，「新計画」の策定に

向けた作業を進めているところである。 

今般，「新計画」におけるテーマ・基本方針，ごみ処理量の将来推計（一次推

計）等，基本的事項を定めた「新計画」素案を作成したことから，環境審議会循

環型社会構築部会において，ご審議いただくもの。 

なお，当初の予定では，令和２年度中にパブリック・コメントを実施する予定

であったが，新型コロナウイルス感染症の影響もあり，以下のとおり，スケジュ

ールを変更して策定を進める。 
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（参考）素案と原案の考え方について 

「新計画」の策定にあたっては，環境審議会（循環型社会構築部会）や議会等

での多様な意見を反映させるため，「新計画」におけるテーマ・基本方針，ごみ

処理量の将来推計（一次推計※）等，「新計画」の骨子となる考え方を素案として

提示し，原案にて，具体的な施策や効果，数値目標等を取りまとめることとする。 

※一次推計：現行のごみ減量施策を継続した場合のごみ処理量の推計

１ ごみ処理基本計画 

第１章 計画策定の考え方 

１ 計画策定の趣旨 

２ 計画の位置付け 

第２章 ごみ処理等の現状 

１ 前計画の振り返り 

  ２ 課題 

第３章 計画の基本的事項（長期ビジョン） 

  １ 計画期間 

２ テーマ・基本方針

  ３ 数値目標（考え方，一次推計まで素案で提示） 

  ４ 取組指標（考え方まで素案で提示） 

第４章 施策の推進（実行計画） 

１ 基本方針に基づく施策 

２ 重点３品目における減量施策 

３ ごみ処理体制 

４ 施設整備の基本方針 

第５章 計画の進行管理 

１ 進行管理の方針 

２ 数値目標と取組指標による進行管理と進捗状況等の公表 

２ 生活排水処理基本計画 

第１章 生活排水処理の基本方針 

第２章 生活排水処理計画  

素案 
（今回） 

第５次福岡市一般廃棄物処理基本計画（構成イメージ案） 
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第5次福岡市⼀般廃棄物処理基本計画（素案）概要

（１）計画策定の経緯・趣旨
〇福岡市では，2011年度に「新循環のまち・ふくおか基本計画（第
４次福岡市⼀般廃棄物処理基本計画）」を策定し， 「元気が持
続する循環のまち・ふくおか」を基本テーマとして，「福岡式循環型社
会システムの構築」を推進
〇前計画策定から10年近く経過する中，⼈⼝や事業所数が増加す
るなど社会状況が⼤きく変化
〇SDGｓ，パリ協定，国の環境基本計画など総合的・⻑期的な
政策の⽅向性が決定
〇プラスチックごみや⾷品ロスといった新たな課題などへの対応が必要

第２章 ごみ処理等の現状

（２）計画の位置付け
〇廃棄物処理法に基づく⼀般廃棄物処理計画かつ⻑期的かつ総合
的な視点で循環型社会の形成を推進する計画
〇⾷品ロス削減推進法に基づく市町村⾷品ロス削減推進計画
〇プラスチック資源循環戦略を踏まえたプラスチック削減推進計画

国

環境基本法

循環型社会形成推進基本法

各種リサイクル法

グリーン購⼊法

⾷品ロス削減推進法

資源有効利⽤促進法廃棄物処理法

福岡市環境基本条例

福岡市環境基本計画
【超⻑期的指針】
福岡市
新世代環境都市ビジョン

福岡市⼀般廃棄物処理
基本計画

【関連計画】
福岡市地球温暖化対策実⾏計画
福岡市環境・エネルギー戦略等

（１）現状

プラスチック資源循環戦略

想定以上に⼈⼝・事業所数が増加する中，市⺠・事業
者のごみ減量・リサイクルの取り組みにより，ごみ処理量は
ほぼ横ばいで推移

【ごみ処理量】

（２）課題
【家庭ごみ】

【事業系ごみ】

家庭系可燃ごみ組成（2019年度）
【古紙】
〇「雑がみ」回収の認知度向上
【プラスチックごみ】
〇不要なものを断る「リフューズ」の推進
〇プラスチックごみ処理のあり⽅検討
【⾷品廃棄物】
〇発⽣抑制を促す施策の強化
〇⽣ごみたい肥化等の推進

【古紙】
〇「雑がみ」回収の認知度向上
〇分別しやすい仕組みの導⼊
【⾷品廃棄物】
〇業種別の対策
〇フードバンクの活⽤に関する広報啓発の強化
〇新規資源化施設の誘致

【原単位】

事業系可燃ごみ組成（2019年度）

事業所数と１事業所あたり年間ごみ処理量

4.7万事業所

5.7万事業所

＋1.0万事業所

（トン） （万事業所）

１事業所あたり年間ごみ処理量

▲1.2トン

6.2㌧

5.0㌧

市⺠１⼈１⽇あたりごみ処理量
（グラム）

537

501

10年間で
36グラム減少

資源化可能な古紙

6.3万ﾄﾝ

資源化困難な古紙

3.8万ﾄﾝ

プラスチック類

5.4万ﾄﾝ

食品廃棄物

6.1万ﾄﾝ

その他

2.3万ﾄﾝ

資源化可能な古紙

4.4万ﾄﾝ

資源化困難な古紙

4.6万ﾄﾝ

プラスチック類

5.8万ﾄﾝ

食品廃棄物

8.1万ﾄﾝ

繊維類

2.1万ﾄﾝ

木片わら類

1.6万ﾄﾝ

その他

0.3万ﾄﾝ

福
岡
市

第１章 計画策定の考え⽅
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第5次福岡市⼀般廃棄物処理基本計画（素案）
第３章 計画の基本的事項

第5次福岡市⼀般廃棄物処理基本計画（素案）概要

（３）重点３品⽬（古紙，プラスチックごみ，⾷品廃棄物）の減量施策

〇可燃ごみの多数を占める古紙，プラスチックごみ，⾷品廃棄物の３種類を重点３品⽬と位置付け，
重点的に減量施策を実施

みんなでつくろう︕ 活⼒ある未来へつなぐ 「循環のまち・ふくおか」

持続可能な社会を実現し，安全・安⼼な⽣活環境を将来世代に受け継ぎます
福岡市に関わる全てのステークホルダーの参画を⽬指します

地域の活⼒が最⼤限に発揮される都市を⽬指します

（２）テーマ・基本⽅針

（１）計画期間

①基準年度 2019年度
②計画期間︓1０年間
2021年度 〜 2030年度

※10年間の基本⽅針や⽬標を⽰す
「⻑期ビジョン」と５年毎に社会状況に合わせた
具体的施策を定める「実⾏計画」で構成 図︓計画の構成

（４）数値⽬標

〇ごみ処理量 〇家庭ごみ原単位 〇事業系ごみ原単位

【取組指標】施策の効果を多⾯的に把握するため，基本⽅針・重点３品⽬ごとに取組指標を設定
（５）ごみ処理量の将来推計（⼀次推計） ※現⾏のごみ減量施策を継続した場合の推計

〇⼈⼝・事業所数は増加するものの，市⺠・事業者によるごみ減量・リサイクルの取組みにより
ほぼ横ばいで推移

テーマ

〇原案策定時に新規施策によるごみ減量効果を加味した⼆次推計を実施

※原案策定時に⽬標値を設定
基本⽅針・施策の⽅向性

基本⽅針１
都市特性を踏まえた
循環型社会づくり

基本⽅針２
イノベーションとコミュニ
ティによる地域循環共

⽣圏の創造

基本⽅針３
持続可能なライフスタイ
ルとビジネススタイルへの

転換

基本⽅針４
適正処理の
更なる推進

（施策の⽅向性）
○環境配慮型商品の更
なる普及・促進

○交流⼈⼝をターゲット
とした３Rの推進

○単⾝者や⾼齢者等の
多様なライフスタイルに
対応した資源循環の
推進

（施策の⽅向性）
〇設計段階からの環境
配慮型商品の開発
⽀援

〇ICT・AIを活⽤した
シェアリング等の２Rビ
ジネスの促進

〇多様なコミュニティによ
る都市と⾃然が調和
した資源循環の確⽴

（施策の⽅向性）
〇持続可能な消費⾏動
への転換

〇⼿つかず⾷品，⾷べ
残しなどによる⾷品ロ
スの削減

〇事業系古紙の資源化
推進

〇ESG投資の普及促進
〇ファンドの活⽤

（施策の⽅向性）
○適正処理の向けた基
盤整備の推進

○⼤規模災害時に対応
できる廃棄物処理体
制の構築

○温室効果ガス排出量
削減の推進

○海洋プラスチックごみ対
策，不法投棄対策
の推進

（主なSDGｓのゴール） （主なSDGｓのゴール）（主なSDGｓのゴール） （主なSDGｓのゴール）

古紙 プラスチックごみ ⾷品廃棄物
（施策の⽅向性）

〇ペーパーレス化の推進
〇⺠間事業者へのグリーン購⼊
の普及・促進

〇地域特性に応じた地域集団
回収のあり⽅検討

〇事業系古紙の資源化推進

（施策の⽅向性）
〇業界団体と連携したバイオマ
スプラスチックの普及促進

〇産学官連携による環境配慮
型商品の開発⽀援

〇マイバック・マイボトルの普及・
促進

〇プラスチックごみ処理のあり⽅
検討

〇事業者の地域清掃活動への
参加促進

（施策の⽅向性）
〇駅，空港，宿泊施設等の
施設特性に応じた発⽣抑制
の推進や資源化推進モデル
事業

〇多様な主体との連携による資
源化の取組み⽀援

〇消費期限等の理解促進，
フードドライブの推進

〇事業系⾷品廃棄物の資源
化推進
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2021年度
（令和３年度）

2025年度
（令和７年度）

2030年度
（令和12年度）

第１期実⾏計画
評価・検証

第２期実⾏計画
策定

基本計画
評価・検証

次期基本計画
策定

第５次福岡市⼀般廃棄物処理基本計画（10年間）（⻑期ビジョン）

第１期実⾏計画（５年間） 第２期実⾏計画（５年間）
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